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 金
達
寿
 は
日
本
の
敗
戦
＝〈
解
放
〉
後
に
本
格
的
に
知
的
活
動
を
始
め
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
日
本
社
会
と
在
日

キ
ム
ダ
ル
ス

朝
鮮
人
社
会
に
ま
た
が
っ
て
活
躍
し
た
。
こ
の
間
、
一
九
七
〇
年
前
後
を
境
に
前
半
生
を
文
学
、
後
半
生
を
古
代
日
朝
関

係
史
と
い
う
、
全
く
異
な
る
学
問
領
域
に
身
を
置
き
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
そ
の
両
方
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。「
在
日
朝

鮮
人
文
学
」
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
や
、「
渡
来
人
」
の
語
の
普
及
と
定
着
は
、
彼
の
数
多
い
業
績
の
代
表
例
で

あ
る
。
芥
川
賞
候
補
作
に
な
っ
た
二
作
品
「
玄
海
灘
」（
五
二
～
五
三
年
）・「
朴
達
の
裁
判
」（
五
八
年
）
を
は
じ
め
と
す
る

彼
の
文
学
作
品
を
、
若
い
頃
に
愛
読
し
た
方
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
古
代
史
紀
行
『
日
本
の
中
の
朝
鮮
文
化
』
シ
リ
ー

ズ
（
七
〇
～
九
一
年
）
も
、
七
二
年
に
高
松
塚
古
墳
か
ら
装
飾
壁
画
が
発
見
さ
れ
た
の
を
契
機
と
す
る
古
代
史
ブ
ー
ム
の
追

い
風
に
乗
っ
て
非
常
に
よ
く
読
ま
れ
、
本
を
片
手
に
地
元
の
古
代
文
化
遺
跡
に
出
か
け
て
い
っ
た
方
が
数
多
く
い
た
。

　
こ
れ
ほ
ど
多
方
面
に
影
響
を
与
え
た
人
物
の
知
的
活
動
の
全
体
を
、
特
定
の
領
域
や
民
族
の
枠
組
み
に
限
定
し
て
理
解

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
金
達
寿
自
身
の
言
葉
を
借
り
て
、
彼
を
、「
日
本
と
朝
鮮
、
日
本
人
と
朝
鮮
人

と
の
関
係
を
人
間
的
な
も
の
に
す
る
」
こ
と
を
生
涯
の
課
題
と
し
た
在
日
朝
鮮
人
知
識
人
と
捉
え
た
。
こ
の
視
座
か
ら
、

文
学
活
動
と
古
代
日
朝
関
係
史
の
研
究
に
加
え
、
在
日
朝
鮮
人
組
織
や
韓
国
・
北
朝
鮮
と
の
関
係
の
総
体
を
、
彼
の
生
涯
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に
即
し
て
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
拙
著
『
金
達
寿
と
そ
の
時
代
』（
二
〇
一
六
年
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
描
き
だ
し
た
彼
の
知

的
活
動
の
足
跡
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
金
達
寿
の
知
的
活
動
は
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
と
の
関
係
を
対
立
的
な
も
の
と
捉
え
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
日
本
人
の
差
別

意
識
を
是
正
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
文
学
活
動
を
通
じ
て
彼
は
、
次
第
に
両
者
を
、
何
も
の
か
に
対
立
さ
せ

ら
れ
て
い
る
関
係
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
古
代
日
朝
関
係
史
を
研
究
す
る
中
で
、
古
代
に
お
け
る
日
本
列

島
と
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
を
消
去
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
〈
帰
化
人
史
観
〉
の
核
心
に
、
日
本
人
の
祖
先
で
あ
る
帰

化
人
を
、
近
現
代
の
在
日
朝
鮮
人
の
祖
先
と
規
定
し
て
蔑
視
す
る
こ
と
で
自
ら
を
貶
め
な
が
ら
、
そ
の
欺
瞞
に
気
づ
か
な

い
日
本
人
の
自
己
差
別
の
構
造
を
見
出
す
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
〈
帰
化
人
史
観
〉
批
判
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
自

己
差
別
の
構
造
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
が
日
本
列
島
の
各
地
に
残
し
た
文
化
遺
跡
を
大
和
朝
廷
に
隷
属
し
た
帰
化

人
の
遺
物
と
読
み
か
え
る
「
朝
鮮
隠
し
」
の
カ
ラ
ク
リ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
カ
ラ
ク
リ
が
近
現
代
の

（
在
日
）
朝
鮮
人
に
対
す
る
日
本
人
の
文
化
的
優
位
性
や
差
別
の
意
識
を
生
み
だ
し
て
い
る
こ
と
を
暴
き
出
し
、
両
国
・

両
民
族
の
関
係
を
人
間
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
だ
が
前
著
は
、
あ
く
ま
で
も
金
達
寿
個
人
の
知
的
活
動
に
重
心
を
置
い
た
論
考
だ
っ
た
た
め
、
学
問
領
域
や
民
族
の
壁

を
超
え
て
広
範
囲
に
展
開
さ
れ
た
彼
の
知
的
運
動
を
支
え
た
重
要
な
〈
場
〉
で
あ
る
雑
誌
や
、
二
世
世
代
以
降
の
、
帰
国

を
前
提
と
し
た
生
活
か
ら
日
本
社
会
へ
の
定
住
を
前
提
と
し
た
生
活
へ
の
変
化
に
伴
う
権
利
要
求
の
動
き
に
対
す
る
金
達

寿
た
ち
一
世
世
代
の
認
識
な
ど
に
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
金
達
寿
の
私
生
活
や
交
友
関
係
も
、
ほ
ぼ

全
て
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、
前
著
で
扱
え
な
か
っ
た
公
的
・
私
的
な
活
動
を
集
積
し
て
、
今

な
お
彼
を
覆
っ
て
い
る
膨
大
な
虚
飾
や
偏
見
を
取
り
払
い
、
等
身
大
の
彼
の
姿
を
描
き
だ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
朝
鮮
学
校
や
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
悪
質
な
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
横
行
し
、
政
治
レ
ベ
ル
で
の
日
韓
・
日
朝
関
係
が

悪
化
し
て
い
る
現
在
、
文
学
か
ら
古
代
日
朝
関
係
史
へ
と
活
動
領
域
を
移
動
し
て
ま
で
「
朝
鮮
隠
し
」
の
カ
ラ
ク
リ
を
暴

く
こ
と
に
心
血
を
注
ぎ
、
両
国
・
両
民
族
の
間
に
人
間
的
な
関
係
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
尽
力
し
た
金
達
寿
の
仕
事
か
ら
学

ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
考
え
る
。
の
み
な
ら
ず
、「
朝
鮮
隠
し
」
は
古
代
史
研
究
だ
け
の
問
題
で
も
、（
在
日
）
コ
リ
ア
ン

だ
け
に
関
わ
る
問
題
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
近
年
、
日
本
の
各
地
に
暮
ら
す
在
日
外
国
人
が
増
加
し
た
の
に
伴
い
、
個
々

の
日
本
人
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
彼
ら
を
ど
う
受
け
入
れ
、
共
に
暮
ら
す
べ
き
か
が
切
実
な
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
考
え
る
ま
で
も
な
く
、
敗
戦
後
に
限
っ
て
も
、
日
本
社
会
に
は
六
〇
万
人
以
上
の
在
日
朝
鮮
人
が
七
〇

年
以
上
に
わ
た
っ
て
生
活
を
営
み
、
日
本
人
は
全
国
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
彼
ら
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
の
歴
史
を
忘
れ
て
、
日
本
人
と
在
日
外
国
人
が
共
に
生
き
る
時
代
が
新
た
に
到
来
し
た
と
考
え
る
こ
と
こ
そ
、
現

代
の
「
朝
鮮
隠
し
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
植
民
地
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
社
会
の
中
で
（
在
日
）
朝
鮮
人
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
日
本

人
は
敗
戦
後
、
彼
ら
と
の
関
係
の
歴
史
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
。
金
達
寿
の
生
涯
を
辿
っ
た
本
書
が
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
、
内
な
る
「
朝
鮮
隠
し
」
の
カ
ラ
ク
リ
か
ら
抜
け
出
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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